
【機密性２】
重要水防箇所 評定基準の改定
近年、堤防の破堤に至る過程で堤防への浸透に係る変状が影響していることが判明したことから、水防上
の特に注意を要する箇所の評価基準として、堤防の浸透に係る評定基準が改定されました。

河川水位

堤防

浸透水
（イメージ）

堤防の法面滑り破壊、パイピングによる堤防
破壊どちらも堤防法尻付近に漏水の「前兆現
象」が現れるケースが多いため、堤体の湿潤
化や漏水・噴砂に関係の深い指標として、
「堤防脆弱性指標 t*」を導入しました。

※堤防巡視時には堤防法尻部にも留意を
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スタンプ



【機密性２】
評定基準の改定
【旧評定基準】 【新評定基準】

変更

変更なし

変更

・堤防高
・水衝・洗掘
・工作物
・工事箇所
・新堤防
・陸閘

変更なし

※ 新基準では、水防団等と意見交換を行い堤体漏水や
基礎地盤漏水が生じる可能性が特に高いと指摘された
区間をA ランク、堤体漏水や基礎地盤漏水が生じる可
能性が高いと指摘された区間をB ランクとすることがで
きるとされています。

名称のみ変更【越水（溢水）】



【機密性２】
重要水防箇所図の凡例

【旧凡例】 【新凡例】

越水（溢水）

堤体漏水

基礎地盤漏水


